
ヒカゲハリスゲに似て、茎は鋭3稜があって、稜上は著しくざらつき、小穂は卵円形で、下方の鱗片1-2個は
上部が短い芒となって突出する。

西播磨の3ヶ所に現存する。猪名川町で記録されてい
たものは、イナガワハリスゲとして新種記載された。

生育地の保全が重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点
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■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

西播磨、但馬

■ 国内分布

本州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

カヤツリグサ科

兵庫県ランク…ニッコウハリスゲ
環境省ランク… －Carex  fulta  Franch.


